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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

本 日の 会議に 説明 の ため出 席を 求め た者の 職氏 名は、 報告 書の

とおり御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

順次発言を許します。

初めに、稲田議員。

〔稲田議員質問席へ〕

○稲 田議 員 お はよ う ござい ます 。質 問４日 目と なりま した 。こ

れま で質 問３日 間の 中 で、私 がこ れか らする 質問 と重複 する 箇所

があ ろう かと思 いま す が、私 なり の視 点で質 問す るよう 努め てま

いりますので、何とぞ御容赦賜ればと思います。

それでは、早速質問に入ります。

大要１点目、庁舎の在り方について伺ってまいります。

令 和７ 年７月 ３日 開 催の全 員協 議会 での経 過報 告につ いて から

始め てま いりま す。 ま ず、最 初で す。 その７ 月３ 日開催 の全 員協

議会 後に 動きが あれ ば 、どう いっ たも のがあ るの かお尋 ねい たし

ます。



○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 先 般 の全員 協議 会後 の動き でご ざいま す。 相手

方か ら示 されて いる 条 件等の 確認 をし ながら 、法 律家、 いわ ゆる

弁護 士さ んです とか を 交えて 、内 容に ついて 検討 をして いる とこ

ろでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ うい た します と、 改め て、今 後の 想定さ れて いる

スケ ジュ ールを 、今 言 える範 囲と なる と思い ます が、お 聞か せ願

いたいと思います。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 相 手 方との 協議 が調 った後 に、 市議会 常任 委員

会な どで 御報告 をし た 上で、 土地 の交 換及び 取得 に関す る議 案に

つい て、 市議会 に上 程 をいた しま して 、議決 をい ただい た後 に契

約手続を行うことを想定しております。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ うい た します と、 私も その７ 月３ 日の全 員協 議会

の議 事録 を改め て目 に して、 確認 をし ながら 今日 の質問 に臨 んで

いる わけ ですが 、こ れ までの 質問 にも 出てま いり ました が、 不動

産鑑 定評 価とい うも の が、次 に着 手を するな らば 、そこ が一 つの

起点 にな ろうか と思 っ ての質 問で ござ います 。不 動産鑑 定士 によ

る鑑 定評 価額を 財産 評 価審議 会に 諮問 する時 期、 それと 、そ の工

程を 受け てから とな り ますが 、議 会へ の上程 を見 込んで いる 時期、

以上 、２ つをど れぐ ら いの時 期と 見込 んでい るの かお尋 ねい たし

ます。

○岡田議長 藤岡総務部長。



○藤 岡総 務部長 時 期 につい てで ござ います 。現 在、不 動産 鑑定

評価 に着 手をし てい る ところ でご ざい まして 、準 備が整 い次 第、

でき るだ け速や かに 財 産評価 審議 会に 諮問し たい と考え てお りま

す。

ま た、 議案の 提出 の 時期に つい てで ござい ます が、現 時点 で提

出時 期は 未定で ござ い ますが 、調 整や 準備が 整い 次第、 議会 に御

説明 し、 必要な 手続 を 経て、 議案 を提 出した いと 考えて おり ます。

以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 不 動産 鑑 定評価 の諮 問は できる だけ 速やか にと あり

まし たの で、本 当に 早 いうち なん だろ うなと 、取 りあえ ず現 時点

では私のほうでは理解をさせていただこうと思います。

質 問進 めます 。同 じ く、そ の全 員協 議会で 駐車 場事業 特別 会計

につ いて も言及 がご ざ いまし た。 そこ で、ま ず、 駐車場 事業 特別

会計 の令 和６年 度の そ れぞれ の駐 車場 の収支 をお 尋ねし ます 。あ

わせて、全体になりますが、累積の赤字額もお尋ねいたします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 平成６ 年度 にお けます 各駐 車場の 収支 につ

いて でご ざいま す。 万 能町駐 車場 につ きまし ては 約 1,９ ２ ０ 万 円

の 黒 字 、 米 子 駅 前 地 下 駐 車場 につ きま しては 約 5,１ ４ ８ 万 円 の 黒

字 、 駅 南 駐 車 場 に つ き ま して は約 ４７ ０万円 の黒 字でご ざい まし

た。

累 積赤 字につ いて で ござい ます が、 令和６ 年度 末の累 積赤 字は

約３億 5,９２２万円でございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。



○稲 田議 員 と いう こ とで、 私も 万能 町駐車 場が 稼ぎ頭 みた いに

思っ てた んです けれ ど も、令 和６ 年度 に関し てい うと駅 前地 下駐

車場 のほ うがそ の２ 倍 強あっ たと いう ことと 、そ れから 、３ 駐車

場合 わせ るとお よそ 7,０ ０ ０ 万 円 か ら 8,０ ０ ０ 万 円 の 黒 字 が あ る

と い う こ と で 、 累積 赤 字が約 ３億 5,０ ０ ０ 万 円 か ら 6,０ ０ ０ 万 円

と い う こ と で あ れ ば 、 単 純計 算で いく と、５ 年な いし６ 年で 赤字

の解 消も 一つ見 える か なとい うと ころ で、ま たど ういう 要因 があ

って 黒字 幅が減 ると か 、赤字 はこ れ以 上増え ては いかな いで しょ

うけれども、そういうことが一つかいま見えたなと思いました。

参 考ま でに、 次伺 い たいん です けれ ども、 駅前 地下駐 車場 を整

備す る際 の補助 金が あ ったの では ない かと記 憶し ており ます が、

その起債の償還は終了してるのかお尋ねします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 起債の 償還 につ いてで ござ います 。建 設時

の起 債の 償還に つき ま しては 、金 融機 関など への 償還は 既に 終了

しております。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 続 きま し て、先 ほど 少し 述べた ので すが、 駐車 場事

業特 別会 計の累 積赤 字 の解消 の見 通し につい て、 これも お尋 ねい

たします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 現在の 駐車 場整 備事業 経営 戦略に おき まし

て、令和１２年度の回収を見込んでおるところでございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 で すの で 、向こ う５ 年先 の令和 １２ 年度で 、計 算上、



そこ で一 つの目 安と い うか、 時期 が見 えてい るこ とも分 かり まし

た。

次 の質 問です 。駐 車 場事業 特別 会計 の経営 戦略 の改定 、こ ちら

もさ きの 全員協 議会 で 出てま いり まし たので 、改 めて、 この 場に

おいては今後の想定をお尋ねしておきます。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 令和２ 年度 に策 定いた しま した駐 車場 整備

事業 経営 戦略に つき ま しては 、令 和５ 年７月 末の 駅南駐 車場 の供

用開 始に 伴いま して 、 その実 績等 を踏 まえた 上で 、今年 度中 に改

定をすることとしておるとこでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ うす る と、ち ょっ とこ こでひ とつ 立ち止 まっ てお

尋ね した いと思 うん で すが、 最初 、不 動産鑑 定評 価の審 議会 への

諮問 とい うとこ ろで 伺 って、 でき るだ け早い でし たかね 、と いう

発言 がご ざいま した 。 もう一 つは 、駐 車場事 業特 別会計 のほ うで

は今 年度 中に改 定と い うこと で、 ここ からち ょっ と私の 想像 から

くる 質問 なので 、現 時 点では とい う御 答弁が いた だけれ ば、 それ

で結 構な んです が、 早 い時期 で想 定す ると、 今年 度中に それ ぞれ

の動 きが あって 、早 い と、例 えば です けど、 来年 の３月 議会 に上

程す る、 一番早 いス ケ ジュー ルも 考え ること は可 能なの かど うか

です ね。 ちょっ とこ の 辺、な かな かぼ やっと した 答弁で もい いで

すので、見解がもしあればお聞きしたいと思います。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 順 調 に整い まし たら 、稲田 議員 さんお っし ゃる

方法 もあ るかと は思 い ます。 ただ 、相 手方と の協 議を現 在、 専門



家の 意見 も踏ま えつ つ 行って いる とこ ろであ りま して、 この 協議

が調 いま したら 、そ の 後、先 ほど 申し 上げま した スケジ ュー ルに

合わせまして、手続を進めていく考えでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲田議員 一つの見解として受け止めたいと思います。

次 に進 みます 。米 子 市役所 庁舎 再編 ビジョ ンに ついて お尋 ねし

てい きま す。策 定か ら ７年が 経過 し、 既に状 況が 変わっ てし まっ

てい るも ござい ます と 。この よう な状 況を見 渡し ていた だい て、

今後 の庁 舎再編 ビジ ョ ンをど のよ うに 取り扱 われ るのか お尋 ねし

ます。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 庁 舎 再編ビ ジョ ンで ござい ます が、本 市の 各庁

舎の 中長 期的な 再編 計 画とし て、 令和 元年７ 月に 策定を した もの

でご ざい ます。 この う ち本庁 舎に つき まして は、 コロナ 禍に よる

本庁 舎敷 地等の 取得 交 渉の中 断に より 、当初 の想 定より 時間 が要

して いる ものの 、糀 町 庁舎の 整備 やふ れあい の里 の機能 見直 しな

ど、 対象 施設の 再編 を 着実に 進め てき たとこ ろで ござい ます 。当

初の ビジ ョンか ら変 更 が生じ た箇 所も ござい ます が、例 えば 本庁

舎等 の敷 地の取 得状 況 、ある いは 中央 ポンプ 場な どのよ うに 進捗

があ った ものや 、再 編 計画の 方針 が定 まった もの につい ては 、議

会にも御報告しながら進めてきたところでございます。

今 後の 取組に つき ま しても 、状 況の 進展に 合わ せまし て、 議会

と都 度御 相談さ せて い ただき なが ら、 引き続 き進 めてい く考 えで

ございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。



○稲 田議 員 は い、 分 かりま した 。ど こかで 、私 も、一 回、 それ

でも 整理 された ほう が いいな と思 いま す。あ れが ずっと 残っ たま

まで すと と思い ます の で。仮 に、 先ほ ども言 いま した、 １年 以内

にも し先 ほどの よう な 動きが あっ て明 確にな るの であれ ば、 その

とき に一 応新し いの を 盛り込 むじ ゃな くて、 既に 決まっ てる もの

はそ のよ うに書 かれ て 、もう ない もの は削除 され るとい うよ うな、

単純な作業ですが、整理をされることを望んでおきます。

次 の質 問に進 みま す 。その 庁舎 再編 ビジョ ンで すが、 ９ペ ージ

にこ れら 再編方 針を 進 めるに 当た って は、利 用者 の利便 性の 確保

を念 頭に 総合窓 口シ ス テムの 導入 によ る窓口 業務 の一元 化を 推進

する とと もに、 最小 の 事務ス ペー スで 最大の 事務 効果を 念頭 に、

徹底 的な ペーパ ーレ ス 化、Ａ Ｉ、 ＲＰ Ａの導 入に より業 務の 大胆

な効 率化 、ＩＣ Ｔ技 術 を活用 した 事務 室のフ リー アドレ ス化 等の

取組 を市 役所の コン パ クト化 の名 の下 に推進 しま すと明 記し てご

ざい ます ので、 この こ とにつ きま して 、窓口 業務 の一元 化、 次に

業務 の大 胆な効 率化 、 次にＩ ＣＴ 技術 を活用 した 事務室 のフ リー

アド レス 化、そ して 、 まとめ とし てと なりま すが 、市役 所の コン

パクト化についてお尋ねします。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 大 き く４点 御説 明い ただき まし たので 、順 次御

答弁 申し 上げま す。 ま ず、窓 口業 務の 一元化 につ きまし ては 、令

和３ 年１ ０月に スマ ー ト窓口 を、 令和 ４年１ ０月 におく やみ コー

ナー を設 置いた しま し て、転 入、 出生 、死亡 など のライ フイ ベン

トに 伴う 複数の 手続 を 一括し て受 け入 れてい ると ころで ござ いま

す。 また 、待た ない 窓 口、迷 わな い窓 口を推 進す るため 、本 年１



１月 から は本庁 舎１ 階 の窓口 に番 号発 券シス テム を導入 する こと

とし てお りまし て、 各 窓口で その 都度 、番号 札を 取る必 要が なく

なるなど、さらなる利便性の向上を図る予定としております。

次 に、 ２点目 でご ざ います 。業 務の 大胆な 効率 化につ いて でご

ざい ます が、業 務の 効 率化を 図る ため 、令和 ４年 ３月に 米子 市Ｄ

Ｘ推 進計 画を策 定し て 取組を 進め てお ります 。窓 口業務 にお きま

して は、 先ほど のス マ ート窓 口の 設置 のほか 、マ イナン バー カー

ドに よる コンビ ニ交 付 の拡大 や電 子申 請の導 入が 上げら れる とこ

ろで す。 このほ か、 内 部事務 の効 率化 に向け まし て、Ｒ ＰＡ や電

子決 裁、 電子契 約な ど を導入 する など 、市民 の利 便性の 向上 や職

員の業務負担の軽減を図っております。

そ して 、フリ ーア ド レス化 につ いて の御質 問が ありま した 。先

行自 治体 では、 フリ ー アドレ ス化 によ る職員 間の コミュ ニケ ーシ

ョン の活 性化や 生産 性 の向上 の効 果な どのメ リッ トがあ ると され

てい るこ とは承 知を し ており ます 。市 役所は 機密 性の高 い情 報を

扱う 部署 もある こと か ら、業 務形 態に 合わせ た執 務室の 在り 方を

検討 する ととも に、 引 き続き ペー パー レス化 を含 めた業 務改 革等

の推 進を 行いつ つ、 導 入の可 能性 を探 ってま いり たいと 考え てお

ります。

そ して 、総括 して 市 役所の コン パク ト化に つい てでご ざい ます

が、 先ほ ど申し 上げ ま したコ ンビ ニ交 付の利 用拡 大、そ して 電子

申請 の対 象拡大 など に よりま して 、現 在、来 庁さ れる市 民の 方は

大幅 に減 少して おり ま す。ま た、 ２０ ４０年 問題 による 本市 の人

口減 少に 伴い、 職員 数 の減少 も想 定さ れると ころ でござ いま す。

この よう な状況 にお き まして 、今 後市 民の皆 様の 利便性 向上 の視



点か らも 、来庁 して い ただか なく ても 手続が でき ます行 かな い市

役所 、そ してス マホ の 中の市 役所 へと 、行政 の在 り方を 進化 させ

て、 持続 可能な 行政 と するた め、 引き 続きＤ Ｘの 取組を 進め ます

とと もに 、従来 の組 織 の在り 方や 執務 スペー スの 在り方 を見 直し、

徹底 的な 生産性 の向 上 を図り 、コ ンパ クト化 を進 める必 要が ある

と考えております。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 御 丁寧 に 説明い ただ きま して、 あり がとう ござ いま

す。 最後 、行か ない 市 役所、 スマ ホの 中の市 役所 という こと で、

今日 の私 の質問 もで き ればタ ブレ ット １台で やり たいと 思っ たん

です が、 相変わ らず 紙 でやっ てい る自 分を反 省し て、次 回こ そは

タブ レッ トの中 の市 議 会にな るよ うに 努力だ けは してみ たい と思

いま すが 、あれ これ 言 いまし たけ ども 、これ まで この議 場の 場で

ＤＸ の観 点から いろ い ろ質問 して きた ことや 、私 も時を 見て いろ

いろ 質問 してき たこ と が今の 答弁 にも 入って いる という こと で安

堵し てお ります 。ま だ まだこ の庁 舎は 当然使 い続 けてい くわ けで

すが 、今 の示さ れた 内 容で、 より ＤＸ 化、コ ンパ クト化 を進 めて

いき たい と思い ます し 、部長 もそ う発 言され た限 りは、 この 市役

所を 見守 ってい ただ き たいと 思い ます が、よ ろし くお願 いし ます。

次 の質 問です 。今 度 は、庁 舎の バリ アフリ ー化 という 点で 質問

させ てい ただき たい と 思いま す。 まず は淀江 庁舎 につい てで ござ

いま すが 、淀江 庁舎 の 身障者 用駐 車場 から正 面入 り口に 向け て手

すり があ り、そ の手 す りが結 局、 駐車 場から 庁舎 の入り 口ま でを

塞い でい る格好 とな り 、遠回 りせ ねば ならな いと いう構 造が あり

ます 。私 はこれ 、即 座 に改修 すべ きと 考えま すが 、見解 をお 尋ね



します。

○岡田議長 山浦淀江支所長。

○山 浦淀 江支所 長 議 員から 御指 摘の ござい まし たスロ ープ 、こ

れＵ 字型 のスロ ープ の ことと 解し ます 。これ につ いての お尋 ねに

つい てお 答えい たし ま す。現 在設 置し ている Ｕ字 型のス ロー プは、

踊り 場や 手すり の設 置 なども 含め 、高 齢者や 障が いのあ る方 など

が安 心し て御利 用で き 、バリ アフ リー 新法に 準じ た構造 とな って

おる もの でござ いま す 。御指 摘の とお り、若 干の 遠回り には なり

ます が、 スロー プを 直 線とし た場 合、 ハート フル 駐車場 が使 用で

きな くな るため 、現 状 のＵ字 型の スロ ープは 安全 性と機 能性 の両

立を 図っ た合理 的な 設 計と考 えて おる とこで ござ います 。以 上で

す。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 法 律に の っとっ て合 理的 である とい うこと なの で、

その 見解 が出て しま う と、私 もそ れ以 上追及 はで きない かも しれ

ませ んが 、とは いえ 、 それを 利用 され て、足 の不 自由な 方を お連

れし たと き、指 摘と い うか、 お叱 りを 受けた んで すね、 これ を何

です か。 その人 に私 が 今あっ た答 弁を しても 、納 得され るこ とは、

ごめ んな さい、 ない と 思いま す、 納得 するか しな いかの レベ ルね、

正し いか 正しく ない か は答弁 が正 しい んでし ょう けど。 です ので、

やっ ぱり そうい う方 に も、特 に高 齢の 方、サ ポー トが必 要な 方に

もよ り理 解をし てい た だくよ うな 内容 で向か われ るべき と思 いま

すの で、 そうい った 意 味から もも う一 度同じ 質問 を投げ かけ ます

ので、もう一度答弁をお願いしたいと思います。

○岡田議長 山浦淀江支所長。



○山 浦淀 江支所 長 ス ロープ につ きま してで すけ れども 、ス ロー

プは 階段 の上り 下り が 難しい 多く の方 にとっ て重 要な移 動手 段と

捉え てお ります 。現 状 のＵ字 型ス ロー プは、 傾斜 を緩や かに し、

途中 に踊 り場を 設け る など、 車椅 子や 手押し 車を 利用す る方 だけ

でな く、 介助者 にと っ ても安 全性 に考 慮した 構造 となっ てお りま

す。 利便 性の向 上を 図 るため には 、ス ロープ の入 り口、 ここ は、

幸い 淀江 庁舎の とこ ろ は、ス ロー プの 入り口 付近 は車が ２台 擦れ

違え るよ うな幅 がご ざ います ので 、車 両から その 場所で 乗降 して

いた だけ るよう にホ ー ムペー ジ等 を通 じて周 知を 図ると とも に、

来庁 者に 対して 理解 い ただく ため に丁 寧な説 明に 努めて まい りた

いと、そのように考えます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 最 後、 所 長から あり まし た擦れ 違い 、要す るに 敷地

に若 干の 、ある いは あ る程度 の余 裕が あると いう ことな ので 、例

えば 何か 色を塗 って 譲 り合い スペ ース とか、 ちょ っと名 前が 、私、

ぱっ と浮 かびま せん け ど、そ うや って 、ここ には サポー トが 必要

な方 が一 時的に 止め る ことが ある 可能 性があ りま すよと 、そ の方

は降 りら れてス ロー プ を上が って いた だいて 、車 は身障 者用 に止

めれ ばい いとい う、 そ ういう 、要 はち ょっと 手間 がかか る工 程が

そこ に生 じるん だけ れ ども、 そこ は理 解して くだ さいよ とい う、

やっ ぱり 掲示な り呼 び かけは ぜひ やっ てくだ さい 。ちょ っと 今は

不親 切な 状況で ある と いうの は否 めな いと思 いま すので 、改 善を

よろしくお願いします。

続 きま して、 本庁 舎 につい てで ござ います 。冒 頭の質 問で もこ

の今 の場 所にこ の市 役 所は建 ち続 ける であろ うと いう前 提で 私も



思っ てお ります ので 、 交渉が 速や かに 進んで いく 状況が より 見え

てく るな らば、 ぜひ と も市庁 舎の 改修 につい ても 早め早 めに 着手

してもらいたいという意図がございます。

最 初の 質問で すが 、 東側玄 関の 階段 横のス ロー プは、 ない より

はま しと いう言 い方 は 非常に ぞん ざい な言い 方で すけれ ども 、要

する に先 ほど言 った 、 長い直 線だ と途 中で戻 れな くなっ て、 逆に

大変 なの で、折 り返 し が必要 とい う法 律上の そう いう求 める とこ

ろが ある ので、 ああ い う形で も仕 方が ないん です が、実 際に はそ

ちら のス ロープ を選 ば ずに、 ちょ っと 足が大 変だ けれど も、 無理

して でも 階段を 選ん で しまう とい う現 状があ ると 思いま す。 私も

松葉 づえ の方を お連 れ する際 に、 松葉 づえつ いて 階段を 上る のか、

あの Ｖ字 型に見 える ス ロープ 、ど っち に行く のか すごく 悩ま れて、

結局 、大 変な思 い、 そ の方に とっ ては 御苦労 で、 松葉づ えを つき

なが ら階 段を上 がっ て いった とい うこ とがあ りま す。そ れは 仕方

がな いか もしれ ませ ん が、そ うい うよ うな実 態が 生じて いる のを

どう感じられますでしょうかという問いでございます。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 先 ほ ど法律 の話 ござ いまし たが 、車椅 子を 利用

され る方 などが 安全 に 通行で きる よう に、鳥 取県 福祉の まち づく

り条 例及 び高齢 者、 障 害者等 の移 動等 の円滑 化の 促進に 関す る法

律に 基づ きまし て、 東 側玄関 横の スロ ープは 設置 をして おり ます。

令和 元年 に屋根 つき の ハート フル 駐車 場２台 を整 備した 際に は、

利用 され る方が 雨に ぬ れない よう に庁 舎への 動線 である スロ ープ

にも 一体 的な屋 根を 設 置した こと によ りまし て、 以前よ り利 用し

やすくなったのではないかと考えております。以上です。



○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 続 けて 、 駐車場 敷地 の東 側玄関 の一 番近い 位置 で同

乗者 を待 つ車が 見受 け られま す。 お気 持ちは 分か ります が、 やめ

てい ただ くのが よい の ではな いか と思 ってお りま す。駐 車場 と東

側玄 関と の間に ある 意 味、駐 車ス ペー スでも ある し、誰 がど うい

う形 で止 めるの かが 何 か明記 して ない ような 地帯 と私は 呼ん でる

んで すが 、その よう な 箇所が ある んで す。曖 昧な 状況で ある と思

うの です が、ど うに か ならな いも のか とも、 いつ も何か 釈然 とし

ない 気持 ちであ のと こ ろを眺 めて いる んです が、 見解を お尋 ねし

ます。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 有 料 駐車場 と東 側玄 関との 間に スペー スが ござ

いま すの で、そ のス ペ ースで ござ いま すが、 この スペー スは 地下

の公 用駐 車場の 出入 口 がござ いま すの で、公 用車 の通行 の動 線に

もな って おりま すほ か 、庁舎 によ り近 いとこ ろに 駐車で きる よう

に、 ハー トフル 駐車 場 ４台、 身体 障が い者用 の駐 車場２ 台の ほか、

全部 で６ 台です けれ ど 、駐車 区画 を設 けてい ると ころで ござ いま

す。

な お、 市のホ ーム ペ ージに 御案 内し ており ます が、正 面玄 関側

にタ クシ ーなど の御 利 用のた めの ロー タリー を設 置して おり まし

て、 一時 的な昇 降場 所 として おり ます 。こち らに ついて も引 き続

き周知を図ってまいりたいと考えております。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 東 側に 比 べて、 今度 は正 面玄関 のほ うに話 が移 るん

です けど も、エ リア 的 に余裕 があ ると 思って おり ます。 以前 、同



様の 質問 いたし まし た が、改 めて 、こ れらの 問題 を解決 する ため

に、 早期 に、要 は正 面 玄関で でき るこ とがあ れば 着手す べき だと

考えますが、こちらもお考えをお尋ねします。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 正 面 玄関側 に例 えば 東側と 同様 な屋根 やス ロー

プな ども 設置し た駐 車 スペー スを 整備 するた めに は、大 規模 な改

修が 必要 となり ます 。 ですの で、 今後 、東側 の駐 車場に 利用 され

る方 の利 用性、 安全 性 の点か ら、 運用 面の改 善も 含めて 、ま ずは

考えてまいりたいと思います。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 駆 け足 で 伺いま した が、 要は市 役所 に来な くて もＤ

Ｘ化 すれ ば大丈 夫だ と いうの はあ った んです けど も、や はり 来ら

れる 方は 一定数 おら れ て、高 齢化 が進 むと、 より サポー トが 必要

な状 態も 望まれ るわ け でござ いま して 、今の まま でよい のか 、改

善す る工 夫があ れば 、 余地が あれ ば、 どんど ん手 がけて いく とい

う姿 勢は 、たゆ まず 保 ってい ただ きた いと思 いま す。大 要１ 点目、

終わりにいたします。

大 要２ 点目に 移り ま す。安 全対 策と 指定管 理者 制度に つい てお

尋ねします。

最 初で す。東 山公 園 内での 倒木 事故 につい てお 尋ねし ます 。ま

ず最 初で すが、 事故 に 遭われ た生 徒の その後 の状 況はど のよ うに

なっているのかお尋ねします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 事 故に 遭われ まし た生徒 の状 況に

つき まし ては、 ２学 期 の始業 式に は特 段の問 題な く登校 して いる



と伺っているところでございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ひ とま ず 安心を いた しま した。 引き 続きサ ポー トが

必要であれば、よろしくお願いします。

次 です 。先月 ２０ 日 に開催 され まし た都市 経済 委員会 での この

事故 につ いての 報告 に ついて お尋 ねい たしま す。 まず、 この 事故

が発 生し た道路 は通 学 路であ るの かを 一つ目 とし て伺い ます 。次、

同じ く、 この道 路は 市 道であ るの かお 尋ねし ます 。最後 に、 次に

同じ く、 この道 路は 指 定管理 者が 管理 する道 路で あるの かを お尋

ねします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 ま ず、 事故が 発生 した道 路に つき

まし ては 、生徒 が在 籍 する学 校の 通学 路とし てい るとこ ろで ござ

います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 当該道 路は 、市 道では ござ いませ んで 、東

山公園内の園路でございます。

次 に、 当該園 路は 、 東山公 園の 指定 管理者 の管 理対象 外で ござ

いま して 、倒れ た倒 木 が生え てい た園 路沿い の斜 面につ きま して

は、 市所 有の自 然林 で ござい まし て、 指定管 理者 の管理 対象 範囲

外のものでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 先 ほど の 答弁を 受け まし て、私 が思 うにで すが 、指

定管理者が道路の管理責任の責めを負っていないと、ですよね。

で は、 管理対 象外 と あった んで すが 、その 報告 、都市 経済 委員



会で は、 樹木点 検を よ り一層 徹底 する よう周 知し たとあ り、 私は

そこ にい ささか の矛 盾 が生じ てい るの ではな いか と思い 、ち ょっ

とそ のま までは よく な いので はな いか と思っ て今 日の質 問に 至っ

てい るわ けでご ざい ま すが、 そう いっ た経緯 を今 申し上 げま した

が、市側の見解をお願いします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 まず、 先ほ どの 答弁の 訂正 をちょ っと お願

いさ せて いただ きた い んです けど も、 まず、 当該 園路は 東山 公園

の指 定管 理者の 管理 対 象外と 私申 し上 げまし たが 、管理 対象 でご

ざいます。すみません、そこを訂正させてやってください。

続 きま して、 先ほ ど の周知 徹底 につ いてと いう ことで ござ いま

すが 、今 回の事 案に 対 します 指定 管理 者への 指導 ではな く、 米子

市都 市公 園指定 管理 者 が管理 して いる 都市公 園に つきま して は、

指定 管理 者が樹 木の 管 理を行 って おる ところ でご ざいま して 、注

意喚 起も 含めて 、樹 木 の点検 の徹 底を 周知さ せて いただ いた もの

でございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ま ずは 、 その倒 木の 経緯 を一応 確認 をする 質問 が今

まで でご ざいま す。 そ の中で 、指 定管 理とい う側 面が出 てき まし

た。 ただ 、その 道路 自 体は管 理で ある けれど も、 もとも とは 通学

路で すの で、通 学路 の 管理責 任は 、私 は教育 委員 会だと 思っ てる

わけ です 。です から 、 報告の 場面 とい うのは 、都 市経済 委員 会が

適し てい たのか どう か という のは 、私 の中で は重 要なこ とで ござ

いまして、それでこの質問をしているわけでございます。

項 目と しては 、（ ２ ）指定 管理 者制 度に対 する 考え方 につ いて



とい うと ころに 移っ て いきま すが 、ま ず最初 に、 市の施 設を 指定

管理 した 場合、 そこ で 発生し た事 故に ついて 、責 任は市 に所 在す

るの か、 指定管 理者 に 所在す るの か、 どうい った 対応が なさ れる

のかお尋ねします。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 指 定 管理者 制度 にお きまし ては 、市は 指定 管理

者と 指定 管理の 具体 的 な内容 や運 営方 法を定 める 基本協 定書 を締

結し 、公 の施設 の管 理 をさせ てお り、 この基 本協 定書の 中で 管理

上の 瑕疵 、いわ ゆる 通 常有す べき 安全 性を欠 いて いる状 況、 これ

に係 るも のにつ きま し ては、 指定 管理 者が責 任を 負うも のと 定め

ております。

な お、 国家賠 償法 に よりま すと 、公 の施設 等の 管理に 瑕疵 があ

った ため に他人 に損 害 を加え たと きに は、市 はこ れを賠 償す る責

に任 ずる と法の 上で 定 められ てお りま す。こ の規 定に基 づき 、市

が損 害を 賠償し た場 合 であり まし ても 、指定 管理 者の管 理上 の瑕

疵と 認め られる 際は 、 市は指 定管 理者 に対し て求 償する こと がで

きるものでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 求 償と い う言葉 、私 も何 年ぶり に聞 きまし た。 償い

を求 める という 言葉 で ござい ます が、 恐らく 法律 用語だ と思 いま

すの で、 本当は そこ の 説明を 加え たい ところ です が、も う時 間が

ない もの ですか らや め ておき ます が、 一般論 で言 えば、 今、 部長

がそ う答 弁され まし た が、昨 日の 質問 でも市 に責 任があ ると いう

言葉 も出 てまい りま し たし、 なか なか 個別具 体に 入って いく と指

定管 理者 が責め を負 う 場合が 、そ れは 出てく ると 思いま すが 、ま



ずは 入り 口のと ころ で は、米 子市 であ ったり 、今 回であ れば 、教

育委 員会 である ので は ないか なと 思い ます。 そこ を今日 、争 うつ

もりはありませんので、質問は進めてまいります。

次 なん ですが 、こ の 指定管 理者 制度 を統括 して いく、 全体 を見

渡し てい くのは 、私 は 総務部 、総 務管 財課が あり ますの で、 総務

部で ある と思っ てお り ますが 、実 際の 現場は 各部 課の範 疇で 業務

が行 われ ている とい う 状態で ござ いま す。今 回の ような 事案 が生

じた場合、どちらが主導的立場で対応するのかお尋ねします。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 お っ しゃい ます よう に、全 体的 な統括 につ きま

して は、 総務部 で行 っ ており ます 。モ ニタリ ング など、 各施 設所

管部 局が 責任を 持っ て 実態把 握、 この 指定管 理の 実態把 握を して

おり ます ので、 具体 の 対応に つき まし ては、 施設 所管部 局で 対応

しているところでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ち ょっ と 角度を 変え て同 じ案件 に質 問して るん です

が、 この たびの 通学 路 での事 故は 通学 路で発 生し たもの であ りま

すの で、 したが って 、 教育委 員会 から 報告す べき であっ たと 私は

思うんですが、この点についての見解を求めます。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今回の 東山 公園 内の園 路で の倒木 の事 案で

ござ いま すが、 登校 中 の中学 生が 事故 に遭わ れま したが 、こ の道

は通 学路 として では な く、広 く住 民が 利用す る園 路でご ざい ます。

また 、原 因とな った 樹 木が生 えて いた 斜面は 都市 整備課 の所 管で

ござ いま して、 管理 部 署によ り事 故発 生の原 因や 事故後 の対 応に



つき まし て、都 市経 済 委員会 で報 告さ せてい ただ いたも ので ござ

います。

な お、 当事案 につ き まして は、 教育 委員会 など の関係 部署 と情

報共 有を して対 応し て おりま して 、都 市経済 委員 会では 教育 委員

会事 務局 も同席 して い ただき まし て、 市内小 学校 の通学 路に 関す

る対 応に つきま して 、 報告を させ てい ただい てお るとこ ろで ござ

います。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 今 、部 長 が述べ られ た見 解が市 の今 の見解 であ ると

いう こと で認識 はし ま すが、 でき るな らば、 その 見解を 都市 経済

委員 会で 私が聞 いた と きに出 して ほし かった 。そ れから 、教 育委

員会 がど ういう 立ち 位 置でこ の件 の報 告にい るの かとい うの も言

及は あり ません でし た ので、 やは りそ こは反 省を 求める とい う言

い方 が適 してる かど う か分か りま せん けど、 今後 には生 かし てほ

しい と、 あの場 面で は そのよ うな 答弁 は返っ てき てなか った と認

識しております。

大 要２ 点目の 最後 で ござい ます 。さ らに、 その 一段上 から 物を

見た とす るなら ば、 こ の質問 絶対 しと かなき ゃい けない と思 って

いた しま すが、 指定 管 理者制 度が 始ま ってか らお よそ２ ０年 が経

過し よう として おり ま す。も とも とは 市が委 託と してい た事 業が

指定 管理 に置き 換わ っ ていっ たと いう 図式で ござ います が、 時が

たっ て、 市自身 に今 後 委託す るノ ウハ ウは恐 らく さほど もう 残っ

てな く、 すなわ ち指 定 管理者 にし かノ ウハウ が存 在しな い事 態が

生じ てい るので はな い かと危 惧し てい ます。 そう いった 状況 で、

指定 管理 への応 募が な ければ 、か なり 混乱を 来す という こと も想



像で きる ところ であ り ます、 心配 であ ります 。こ のよう な観 点で

いろ いろ と指定 管理 者 制度に つい ては 考えて いか なけれ ばな らな

いこ とが 多くあ ると 思 ってお りま すの で、米 子市 の見解 をお 尋ね

しておきます。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 ２ ０ ４０年 問題 によ る生産 年齢 の人口 の減 少や、

これ に伴 う労働 力や 税 収の減 少が 予測 される 中に おきま して 、高

度化 、多 様化す る住 民 ニーズ に対 応す るため には 、民間 事業 者を

はじ めと した地 域の 多 様な主 体と 連携 協力し 、質 の高い 市民 サー

ビス を提 供して いく 必 要がご ざい ます 。その ため には、 公民 連携

の取組を進めていく必要があると考えております。

一 方で 、市は その 業 務の適 正性 や執 行につ いて 検査、 管理 して

いく 必要 がござ いま す 。その ため には 、技術 力や ノウハ ウを 保持

でき るよ うな体 制を 整 備して いく こと が不可 欠で あると 考え てお

ります。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 最 後に コ メント を残 して おきま す。 まず、 ハイ ンリ

ッヒ の法 則とい うも の がござ いま して 、一つ の事 象が起 きた その

下に は２ ９のヒ ヤリ ・ ハット とい うも のがあ り、 その下 には ３０

０の 気か がりと いう も のがあ ると いう 、労働 災害 の場で は必 ず出

てく る法 則なん です が 、今回 の倒 木の ほうは 、結 局、指 定管 理者

制度 云々 という より も 、通学 路で あっ たと私 は個 人的に は思 って

るん です けど、 ただ も う一つ は、 取り 上げて ませ んが、 淀江 のゆ

め温 泉に 係る案 件と い うのは 、こ のハ インリ ッヒ の法則 にま さに

適合 して しまっ てい る のでは ない かと 。した がっ て、他 に２ ９の



何ら かの 要素を 抱え て いると いう 意味 で、こ れは 十分に 検証 して

おい てほ しいと 思い ま すし、 最後 、部 長が答 弁さ れた内 容も 今後

も励 行し ていた だき た いと思 いま す。 まだま だあ ります が、 時間

の関係で次に進ませていただきます。

大 要３ 点目で す。 経 済部及 び文 化観 光局の 重点 課題と 目標 につ

いて伺ってまいります。

最 初で す。企 業誘 致 及び事 業拡 大施 策の推 進に ついて お尋 ねし

ます 。最 初です 。バ イ オマス 発電 につ いての 報道 がござ いま した

が、 その 報道を 受け て 、米子 市が どの ように 考え ている のか の見

解をお尋ねします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 本 年 ８月１ 日付 で米 子バイ オマ ス発電 合同 会社

が電 気事 業法に 基づ く 発電事 業廃 止届 出書を 国に 提出し 受理 され

たこ とは 、市と して も 承知し てお りま す。現 在、 事業者 にお かれ

まし ては 、今後 の発 電 施設の 取扱 いに ついて 関係 者と協 議を 行っ

てい ると 伺って おり 、 協議の 結果 につ いては 取り まとま り次 第、

市に連絡があるものと考えております。

市 とし ては、 引き 続 き事業 者の 対応 状況を 注視 すると とも に、

必要に応じて適切に対応してまいりたいと考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 答 弁い た だきま した が、 事業者 から 米子市 側へ の具

体的 な相 談等は 、で は 、寄せ られ てい ないと 考え てよい でし ょう

かお尋ねします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 現 時 点では 事業 者か らの相 談は 受けて おり ませ



んが 、今 後、発 電施 設 の取扱 いに つい て、事 業者 側で方 針が まと

まり次第、市に相談なり報告があると考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 は い、 承 知しま した 。次 です。 地元 企業や 進出 済み

企業 の事 業拡大 を支 援 、推進 とい う項 目がご ざい ますが 、実 際に

その 支援 を待っ てい る 企業が ござ いま す。具 体的 には新 たな 用地

を求 めて いらっ しゃ い ますが 、実 際に どのよ うな 用地が ある のか、

また どの ような 対応 を 経済部 とし てな される のか をお尋 ねし ます。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 進 出 企業へ の対 応に ついて でご ざいま す。 まず、

市が 所有 して、 現在 、 分譲可 能な 事業 用地と いた しまし ては 、石

州府工業団地と崎津がいなタウンにそれぞれ約 0.７ヘクタール、 0.

３ ヘ ク タ ー ル の 土 地 が ご ざ い ま す 。 こ のほか 、民 間の不 動産 情報

につ きま しては 、空 き オフィ スや 居抜 き物件 も含 めまし て、 不動

産事 業者 や金融 機関 な どから 定期 的に 情報収 集を 行って おり ます。

その ほか 、経済 戦略 課 の職員 にお いて 、不動 産事 業者が 取り 扱っ

てな いよ うな物 件の 調 査も行 って おり ます。 企業 からの お問 合せ

がご ざい ました ら、 迅 速に物 件情 報を 提供で きる よう、 仕組 みを

整え てい る状況 です 。 企業の 事業 拡大 などの 御相 談があ りま した

ら、経済戦略課のほうに連絡いただきたいと思っております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い しま す。そ のと おりに ぜひ 、要

は、 私へ の相談 がち ょ こちょ こた まに あるん です けれど も、 ある

いは 市中 の不動 産事 業 者さん が開 発さ れる、 それ もいい こと なん

です けど 、何と なく 米 子市に 相談 して も駄目 なん じゃな いか って



いう 空気 がある よう な 気がし てま すん で、ま ず、 最初に は米 子市

に相 談し てくだ さい と 、私も これ から 力強く 言い ますの で、 ぜひ

とも伴走支援、よろしくお願いいたします。

次 です 。米子 城跡 の 保存整 備及 び情 報発信 の推 進につ いて お尋

ねし てい きます 。米 子 城跡の 保存 整備 及び活 用等 の状況 につ いて

お尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子城 跡に つき まして は、 現在、 整備 基本

計画 に基 づきま して 、 三の丸 広場 の整 備工事 を行 ってお りま して、

令和 ８年 秋頃の 完成 を 見込ん でお ると ころで ござ います 。あ わせ

まし て、 史跡の 保護 や 安全対 策と しま して、 樹木 の適正 な管 理、

登城 路の 整備な どの 取 組を順 次進 めて おりま す。 整備状 況に つき

まし ては 、市報 やホ ー ムペー ジな どを 使いま して 、適時 広報 して

いるところでございます。

ま た、 米子城 跡の 魅 力を発 信し 、集 客につ なげ るため 、天 守台

のラ イト アップ 、ダ イ ヤモン ド大 山観 望会、 新年 明けま して 米子

城な どの イベン トを 実 施し、 あわ せて 、山城 サミ ット、 お城 エキ

スポ など のイベ ント に 参加し 、米 子城 跡の情 報発 信を行 って いる

ところでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 先 ほど の 答弁で すと 約１ 年後、 令和 ８年秋 頃に は今

工事 をし ている 三の 丸 が、広 場、 芝生 広場で すか ね、な ると いう

こと で、 ちょこ ちょ こ ホーム ペー ジの 観光文 化関 連のと ころ には

イメ ージ 図が載 って い るので 、あ れに 近いよ うな ものが でき ると

考え とい て、ど れぐ ら いか、 ある いは いつ頃 にな ったら イメ ージ



図が出されるか、ちょっとこれ分かれば教えてください。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 先ほど のお 示し させて いた だいた のは 、全

体的 な整 備が終 わっ た 段階の 想定 のパ ースと いう ふうに 御認 識い

ただ けれ ばいい と思 い ますけ れど も、 まだ、 三の 丸の整 備が 終わ

ると いう 段階が 来年 の 秋頃を 見込 んで おりま すの で、ま だ、 パー

スに 近づ くとい うの は 確実に 近づ くん ですけ れど も、ま だ、 二の

丸と か天 守台の 辺り ま でのそ うい った ところ の整 備はま た順 次進

めていくことにしているところでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 私 、三 の 丸だけ を聞 いた つもり だっ たんで すけ ど、

また 、予 算化す る時 期 があれ ば、 必ず 、文字 だけ じゃな くて 、絵

を必 ず、 イメー ジで い いので 、つ ける ように 、こ れお願 いし てお

きます。

次 です 。令和 ５年 ２ 月に開 催さ れま した都 市経 済委員 会に おき

まし て、 整備ス ケジ ュ ールが 示さ れて おりま すが 、そこ から 時が

流れ てお ります 。実 際 の整備 の進 捗状 況はど のよ うであ るの か、

お尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 令和５ 年２ 月に 報告を いた しまし た整 備ス

ケジ ュー ルにつ きま し ては、 令和 １５ 年度ま での 全体計 画を お示

しし たも のでご ざい ま す。現 在は 中期 の整備 計画 、令和 ６年 度か

ら令 和１ ０年度 の期 間 に当た って おり ます。 現在 、この 計画 に基

づき まし て、登 城路 や 三の丸 広場 の整 備、樹 木の 管理、 石垣 カル

テの作成など、進捗を図ってるところでございます。以上です。



○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 当 初の 工 程とど れく らい の、あ ると すれば 、差 と申

しますか、遅れがあれば、そちらをお尋ねいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 計画策 定時 点に おきま して は、令 和７ 年度

に三 の丸 広場の 供用 開 始を計 画し てお りまし たが 、実施 体制 や国

費の 配分 状況な どの 影 響もご ざい まし て、現 在、 令和８ 年、 先ほ

ど御答弁しました令和８年秋の供用開始を見込んでおります。

し かし ながら 、こ れ は国へ の要 望活 動を積 極的 に行い 、結 果と

いた しま して、 令和 ７ 年度の 国費 が要 望額の とお り確保 でき たこ

とも ござ いまし て、 遅 れは最 小限 にと どめら れて いたも のと 考え

てございます。

三 の丸 広場の 完了 後 の整備 につ きま しては 、整 備内容 の見 直し

や優 先順 位の検 討を 行 いまし て、 あわ せて、 国費 や専門 職員 の確

保に 努め ながら 、よ り 一層の 整備 の進 捗を図 って いきた いと 考え

てございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 答 弁い た だきま した が、 手元に はそ のスケ ジュ ール

表、 Ａ３ のもの があ る んです けど 、こ れを見 ても 、今答 弁さ れた

とこ ろと どう関 わっ て いるの かが 、私 の頭で はな かなか イメ ージ

つか なく て、こ の工 程 表を持 って いき ながら 、横 で文化 観光 局長

なり の説 明聞き なが ら でない と分 かり にくい なと いうの が正 直な

とこ ろで す。私 の理 解 力が乏 しい とい うのは ちゃ んと申 し添 えて

おき ます が、米 子城 跡 の保存 整備 及び 活用に 関す る今後 の展 開、

こちらを伺います。



○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 現在、 三の 丸広 場の整 備を 進めて おり まし

て、 令和 ８年秋 頃の 完 成を見 込ん でい るとこ ろで ござい ます 。整

備の 内容 といた しま し ては、 発掘 調査 で確認 され ました 内堀 や米

蔵の 平面 表示を 行い ま して、 全体 とし ては芝 生広 場とし ての 整備

を行 って おりま す。 完 成後は 、市 民や 観光客 など 、憩い の場 所と

して 利用 してい ただ く ことや 、歴 史ガ イドツ アー や飲食 イベ ント

などの活用もしたいと考えてございます。

今 後は 登城路 の整 備 や樹木 管理 など に取り 組み 、並行 して 他の

エリ アに ついて の整 備 内容や 優先 順位 の検討 を行 う予定 とし てお

ります。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 来 年秋 頃 の完成 に向 けて 、同時 並行 して、 すご く雑

駁な 言い 方です が、 お 金が落 ちる 仕組 み、例 えば 土産物 等の 物産

展の 設置 などと いう よ うなも のを ぜひ とも俎 上に のせて いた だき

たい、求めたいと思いますが、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子城 跡の 三の 丸広場 は国 史跡の 指定 地内

であ るた め、お 土産 物 屋さん など の商 業施設 の設 置は困 難で はご

ざい ます 。米子 城で は これま でダ イヤ モンド 大山 観望会 やオ レン

ジロ ード 鑑賞会 など の 開催や 様々 な媒 体を活 用し た情報 発信 によ

る本市への誘客に取り組んでいるところでございます。

今 後、 米子城 跡か ら 城下町 エリ ア、 米子駅 周辺 が一体 とな った

周遊 観光 の取組 に注 力 してい る必 要が あるこ とか ら、エ リア 周辺

の観 光事 業者な どの 御 意見を 伺い なが ら、米 子城 跡を訪 れた 方々



に滞 在時 間の延 長、 駅 周辺や 城下 町へ の周遊 を促 進し、 消費 拡大

につ なが る取組 を進 め ていき たい と考 えてご ざい ます。 以上 です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 大 分急 い でここ まで 来ま して、 ちょ っとこ こか らゆ

っく りち ゃんと 聞け る と思い ます が、 今答弁 いた だいた 内容 は、

本当 にそ うなん です よ 、別に 間違 って るとか 正す べきと かっ てい

うわ けで はなく て、 土 産物は 、そ れは 国史跡 の云 々で無 理で す、

それ ぐら い想定 はつ く んです が、 じゃ あ、ど こで お金を 、経 済部

全体 で考 えたと きに 落 として もら うか 。悪い 言い 方をす ると 、流

れは つく ってま すと 、 でも、 流れ てい くだけ で、 じゃあ 、そ の方

たち は最 終的に どこ で どうい う帰 結を 経済部 とし て狙っ てい るの

かと いう のが、 答弁 の 中にあ るよ うで 、私は そこ が強く 感じ られ

ない ので 、ここ から は ちょっ とそ うい うとこ ろを 意識し てい ただ

いて、答弁なりお考えを示していただきたいと思います。

ち ょっ と前後 しま し たが、 さっ き少 しぼや いた ところ なん です

が、 城に 関して はこ れ が最後 にな るん ですけ れど も、こ のＡ ３の

表が 、表 はあっ て、 多 少の進 捗遅 れが あるけ れど も、進 んで ると

ころ は進 んでま すと い うとこ ろの 説明 がやっ ぱり 定期的 に、 ある

いは 大き な動き があ れ ば適時 、こ れは してい ただ かなき ゃい けな

いと思うんですが、このことについての見解を求めておきます。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子城 跡の 整備 につき まし ては、 現在 、三

の丸 広場 の整備 に注 力 してる 段階 でご ざいま す。 その後 、整 備方

針な どに つきま して は 検討を 行う こと にして おり ますの で、 適切

な時 期に 議会へ の報 告 や市民 の皆 様へ 周知を 実施 したい とい うふ



うに考えてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 よ ろし く お願い しま す。 では、 項目 として は一 番最

後に なり ますね 、（ ３ ）イン バウ ンド の動向 と需 要の創 出に つい

てお 尋ね してい きま す 。まず 、８ 月７ 日に商 工会 議所さ ん主 催の

大洲 市の プロジ ェク ト に関す る講 演が 開かれ まし たので 、そ ちら

に米 子市 からも 関係 者 の方が 出席 され ていら っし ゃいま した ので、

まずはその講演についての感想をお尋ねいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 ８月７ 日に 開催 されま した 講演会 は、 持続

可能 なま ちづく りと 題 し、継 続的 に自 立、自 走で きる地 域づ くり

の実 現を 目指す まち づ くりの 事例 につ きまし て講 演され たも のと

承知 して ござい ます 。 先ほど おっ しゃ いまし たけ れども 、愛 媛県

大洲 市の 取組で ござ い ました 。愛 媛県 大洲市 の象 徴であ る城 下町

の町 家や 古民家 を宿 泊 施設な どと して 活用さ れ、 誘客に つな げて

いる 取組 事例を 、そ の 取組を やっ てお られま す大 洲市の まち づく

り団 体の 代表の 方か ら 御紹介 をい ただ く内容 でご ざいま した 。多

くの 市民 の方々 が参 加 されて おら れ、 質問な ど発 言も多 く、 古民

家活用への関心の高さを感じたところでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 私 も講 演 を聞か せて いた だきま した 。局長 おっ しゃ

ると おり 、関心 が高 い 、いら っし ゃっ てる方 も、 経済界 の方 もも

ちろ んで すけれ ども 、 年齢層 も、 私が 見るに 若い 、２０ 代世 代の

方か ら７ ０代、 ８０ 代 、それ から 城下 町エリ アに お住ま いの 方、

です から 、恐ら くで す が、ふ だん 商工 会議所 の建 物には さほ ど出



入り はさ れない 方も 本 当に幅 広く 来ら れてい て、 関心が 高い 、興

味が 高い という こと は 私も実 感さ せて いただ きま した。 ぜひ とも、

次の 質問 に移っ てい く んです が、 施策 として 実現 してい く価 値は

十分にあると思っているところです。

次 です 。今度 は、 以 前から 申し 上げ てるん です が、イ ンバ ウン

ドの 客数 ですね 、実 際 に米子 市内 に泊 まって る方 の数と いう のが、

米子 市に あるホ テル 組 合から は米 子市 の観光 課か な、に 報告 はさ

れて いる が云々 で、 こ れまで 何度 も聞 いてま いり ました 。そ の数

値を 公開 して、 現状 の インバ ウン ドの 状況を 考え るべき と思 って

おり ます 。再三 聞い て おりま すが 、現 時点で の米 子市の 見解 をお

尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 現在、 皆生 温泉 旅館組 合や 米子市 ホテ ル旅

館組 合の 加盟施 設に 御 協力い ただ き、 外国人 宿泊 者数の 把握 に努

めて ると ころで ござ い ます。 令和 ７年 度の状 況に つきま して は、

本議 会の 都市経 済委 員 会にお いて 現状 の報告 を予 定して おり ます。

引き 続き 各宿泊 施設 に 御協力 をい ただ きなが ら、 外国人 宿泊 数の

状況 の把 握に努 め、 必 要な施 策を 進め ていき たい という ふう に考

えてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 委 員会 で 出てく ると いう ことで 安堵 いたし まし た。

です から 、そこ で詳 し い説明 があ ると 思いま すの で、手 元に 私が

ある 数字 で、概 略で す が、二 、三 紹介 させて もら います と、 例え

ばイ ンバ ウンド で、 米 子駅周 辺エ リア になる と思 います が、 組合

さん が把 握され てる 宿 泊数で すと 昨年 から今 年で 大体ペ ース とし



たら ４０ ％増の ペー ス で動い てい ると 、です から 、すご い増 え方

だと 思い ます。 ほぼ 東 アジア 圏で して 、全体 の８ ５％ぐ らい は韓

国、 中国 、香港 、台 湾 からと か、 その ような こと が如実 に示 され

てい ます ので、 こう い う数値 を本 当に 共有し て、 戦略を 練っ てい

けば 、も っとも っと い いイン バウ ンド 施策が でき ると、 私は もう

確信 して おりま す。 い ろんな 思い があ って、 ここ でまた しゃ べる

と時 間が なくな りま す んで、 質問 とし ては次 に移 ります が、 私も

いろ んな 地域の 方、 イ ンバウ ンド 含め て、観 光事 業に前 向き な方、

意欲 のあ る方た くさ ん いらっ しゃ いま すので 、意 見交換 をさ せて

いた だく 中で、 山陰 イ ンバウ ンド 機構 の野浪 理事 長様か ら情 報提

供いただきました。今回示す資料の開示許可も得ております。

こ の通 知しま した け れども 、山 陰山 陽周遊 パス という もの があ

りま して 、これ は外 国 人観光 客、 日本 人じゃ なく て、外 国人 観光

客の 方が このア プリ を スマー トフ ォン にダウ ンロ ードし て、 ある

程度 前も ってお 金を 払 うんで すけ ども 、その お金 を払っ たな らば、

山陰 各地 あるい は山 陽 にある 有料 な施 設で、 かつ 電子決 済が でき

て、 かつ この山 陰周 遊 パスに 登録 して あると ころ ではそ の場 での

お金 のや り取り はも う なく、 フリ ーで 入って いけ るとい うも ので

ございます。

ペ ージ を１つ 進め て いただ きま すと 、その 周遊 パスの ２０ ２３

年４ 月か ら本年 の７ 月 までの 期間 のデ ータを 取ら れたら 、こ の表

にな った という こと で ござい ます 。条 件がい ろい ろ、さ っき 述べ

まし たが 、米子 市の 施 設がど こに ある のかを 探す と、な かな かぱ

っと 行き 当たら ない の ではな いか なと 思いま す。 私もこ れは 何か

の間 違い じゃな いか ぐ らい思 った んで すけれ ど、 結果と して は、



第５ ０位 に米子 市皆 生 レンタ ルサ イク ル云々 って 、これ 、コ グス

テー ショ ンのこ とと い うこと と、 その 後の水 鳥公 園、５ ７位 です

ね、 とい うこと で、 一 番筆頭 が足 立美 術館と いう ことで ござ いま

した 。例 えば出 雲大 社 とか鳥 取砂 丘は そこに 入場 するこ とに 何か

お金 かか りませ んの で 、スマ ート フォ ンで決 済と いう行 為が あり

ませ んの で、一 概に は 言えま せん けど 、ただ 、米 子市の 現状 はこ

こに 如実 に表れ てる ん じゃな いか と思 います が、 このこ とに つい

ての見解をお尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 観光客 の方 々が 体験さ れ、 楽しめ るコ ンテ

ンツ があ ります こと は 、本市 を宿 泊先 として 選ん でいた だけ る可

能性 も高 まりま すこ と から、 観光 施設 は重要 と認 識をし てご ざい

ます 。本 市では 、皆 生 温泉海 遊ビ ーチ 、ダイ ヤモ ンド大 山や オレ

ンジ ロー ド、牛 骨ラ ー メン、 さば しゃ ぶ、４ ７５ パフェ とい った

米子 グル メを活 用し た 誘客に つな がる 取組を 米子 市観光 協会 と連

携し なが ら進め てい る ところ でご ざい ます。 今年 度は民 間事 業者

の方 々に お力添 えを い ただき なが ら、 既存の 観光 コンテ ンツ の改

良や 新し いコン テン ツ の造成 を進 める ために 、新 たな補 助メ ニュ

ーの 活用 を促し てい る ところ でご ざい ます。 本市 を旅行 先と して

選択 して いただ き、 皆 生温泉 や駅 周辺 の宿泊 につ なげる ため 、引

き続 き本 市の魅 力な ど 、情報 発信 に努 めてい きた いとい うふ うに

考えてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 同 質の 質 問にな りま すけ ど、答 弁は そうあ って も、

結果 は、 一つの 指標 は こう現 れて るわ けです から 、改め て問 いた



いん です が、イ ンバ ウ ンドに 向け た観 光コン テン ツにつ いて どう

いっ たも のを創 造し て いく必 要が ある とお考 えか 、重ね てと なり

ますが、お尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 まず、 食を 生か したイ ンバ ウンド 誘客 を推

進す るた めに、 現在 、 米子グ ルメ のパ ンフレ ット の多言 語化 に取

り組 みま して、 あわ せ て、市 内飲 食店 のメニ ュー やウェ ブサ イト

の多 言語 化、多 言語 オ ーダー シス テム 導入な どへ の支援 を行 いま

して 、外 国人観 光客 の 受入環 境整 備を 進めて ござ います 。な お、

受入 環境 が整っ た飲 食 店につ きま して は、特 設サ イトで 情報 発信

も併せて行っております。

そ のほ かとい たし ま して、 城下 町の 観光事 業者 で実施 され てい

る和 文化 体験や 皆生 の レンタ サイ クル といっ たコ ンテン ツの 情報

発信 も行 ってお りま し て、外 国人 観光 客の誘 客に 努めて いる とこ

でご ざい ます。 引き 続 き外国 人観 光客 に向け ては 、食や 体験 コン

テン ツの 磨き上 げを 行 い、こ れら をイ ンフル エン サーを 活用 した

情報 発信 をして 、誘 客 促進を 図っ てま いりた いと 考えて ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 今 日の と ころは 、さ っき の資料 出し ました ので 、ま

た新 たな スター トと 考 えさせ てい ただ いて、 どう やって それ をや

って いく のか、 そし て 、数値 をき ちん と管理 して いくと いう とこ

ろも併せてお願いします。

質 問で す。提 案を 含 めた質 問で すが 、イン バウ ンド顧 客の 国別

の宿 泊数 、先ほ ど申 し 上げま した 東ア ジア圏 が圧 倒的に 多い んだ



と、 これ らの方 はリ ピ ート率 も高 いと 伺って おり ますの で、 そう

いっ た方 々にア ンケ ー ト等の 調査 を行 うこと が有 効であ ると 考え

ますが、お考えをお尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 議員が おっ しゃ います よう に、お 越し いた

だく こと の多い 東ア ジ アに向 けま して 、本市 の認 知度向 上や 誘客

を図 るた め、韓 国や 台 湾から イン フル エンサ ーを 招聘し たＦ ＡＭ

ツア ーを 実施し てご ざ います 。本 市の 観光地 をめ ぐって いた だき、

ＳＮ Ｓや ブログ など を 活用し た情 報発 信に取 り組 んでい ると ころ

でご ざい ます。 本市 の 観光地 や体 験メ ニュー 、グ ルメな どを 取材

する ＦＡ Ｍツア ーに 市 職員も 同行 して おりま して 、訪れ てい ただ

いた 観光 地や食 事の 感 想をヒ アリ ング するこ とで 、印象 に残 った

コン テン ツなど の情 報 を収集 して おり ます。 引き 続きこ のよ うな

機会 を活 用し、 状況 把 握に努 めて いき たいと いう ふうに 考え てご

ざいます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ れで 、 実際に 動か して いかな きゃ いけな いな と思

って おり ます。 通知 を させて いた だき ました 。私 なりの 個人 的な

イメ ージ でござ いま す が、イ ンバ ウン ドにお ける コンソ ーシ アム、

いわ ゆる 官民連 携で す ね、ま だ緩 い組 織でい いと 思いま すが 、ど

こか の時 点では もう 少 し事業 体み たい なもの に変 わって いく かも

しれ ませ んが、 この よ うなコ ンソ ーシ アムを 考え ていく 、要 は受

皿づ くり が具体 的に 進 めてい くに は市 の米子 まち づくり ビジ ョン

にも 書い てある よう な こと、 これ まで 発言し てき たこと を文 字と

して プロ ットし てい っ たわけ です ね。 諸課題 を整 理しつ つ、 イン



バウ ンド 施策と 融合 さ せるた めの 体制 づくり を米 子市も 民間 と一

緒に 推進 してい くべ き だと私 思っ てお ります ので 、この こと につ

いてのお考えをお尋ねしておきます。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 インバ ウン ドに 限らず 、観 光施策 を実 施す

るた めに は、民 間事 業 者の方 々の 協力 は必要 であ り、こ れま でも

皆生 温泉 エリア 経営 実 行委員 会で の取 組や城 下町 エリア の観 光事

業者 や飲 食事業 者と の 意見交 換な どに よりま して 、連携 を図 って

きた とこ ろでご ざい ま す。引 き続 き民 間事業 者の 方々の 協力 を得

なが ら、 インバ ウン ド を含む 観光 施策 を推進 して いくた めに も、

民間 事業 者との 連携 は 重要で あり まし て、民 間事 業者の 方が お力

を発 揮し やすい 推進 体 制の構 築な どに つきま して も、御 意見 を伺

いながら検討することになると考えてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ぜ ひそ の 考えを 実行 お願 いしま す。 民間が 先で も、

行政 が先 でもな く、 手 を携え てい かね ばなら ない と思い ます 。急

ぎます。

最 後、 同じく 総合 政 策部長 にも この まちづ くり ビジョ ンに 関す

る私 が作 ってい る表 に 対して 、現 時点 での考 えな り構想 なり をお

尋ねしたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 頂い た資 料に 基づい てで ござい ます けど

も、 私は 今、ウ ォー カ ブル推 進事 業を 行って ござ います 。そ の基

盤整 備と 合わせ まし て 、記載 のエ リア 、様々 な地 区が書 いて ござ

いま すけ ども、 こう い ったエ リア の修 正です とか 、ある いは にぎ



わい を高 めてい くた め 、既に 関係 者の 皆さん と官 民での 話合 いの

場と いう のを継 続的 に 持って いる とこ ろでご ざい ます。 その 結果、

民間 主体 で様々 な動 き も今出 つつ ある ところ であ ります 。例 えば

える もー る商店 街で は ほこみ ち指 定と いうこ とで 、日常 的に 飲食

など を楽 しんで いた だ ける、 そう いっ た空間 づく りです とか 、あ

るい は朝 日町で は商 店 会が設 立を され ました 。そ のほか 、こ れは

日常 的イ ベント の開 催 に向け てエ ンタ メスト リー トとい うこ とで、

様々 なパ フォー マン ス を楽し んで いた だくよ うな 取組な ども 、こ

れは 民主 体で動 きが 出 ており まし て、 私ども もこ の点に つい ては

支援を行っているところであります。

そ のほ か、資 料の ほ うに記 載ご ざい ます町 家の 活用と いう 視点

でも 様々 な民間 での 動 きがご ざい ます 。例え ば既 に活用 され てい

るモ デル ござい ます が 、そう いっ たと ころ、 でき るだけ の修 正を

高め てい くよう な取 組 ですと か、 ある いは空 き町 家もご ざい ます。

そう いっ た物件 を改 修 して使 って いこ うです とか 、様々 な動 きが

ござ いま す。町 家に つ きまし ては 、物 件によ って は、議 員が おっ

しゃ るイ ンバウ ンド だ けでは なく て、 例えば 文化 的資源 とし ての

保存 です とか、 ある い は若者 の居 場所 とか移 住定 住、様 々な 観点

で活 用も 想定さ れる と ころで あり ます 。私ど もと いたし まし ては、

こう いっ た動き も含 め まして 、エ リア 全体で の面 的なに ぎわ いの

形成 につ なげて いけ る よう、 市と して 必要な サポ ートを 行っ てい

きたいというふうに考えてございます。以上であります。

○岡田議長 稲田議員。

○稲田議員 ありがとうございます。よろしくお願いします。

あ と、 観光庁 への 補 助金申 請の 動き も一度 ござ いまし たが 、な



かな か前 に進め なか っ たとい う経 緯が ござい ます が、改 めて 行政

のサ ポー トも欠 かす こ とがで きま せん ので、 引き 続きサ ポー ト体

制を継続強化願いたいと思いますが、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 観光庁 事業 の活 用に向 けた 民間の 皆様 の動

きと いう のは承 知し て ござい ます が、 そのエ リア や地元 との 合意

形成 など 、課題 も多 く あるの では ない かとい うふ うに認 識も して

ござ いま す。民 間主 導 の取組 では ござ います が、 引き続 き本 市と

いた しま しても 、補 助 申請に 必要 な助 言など 、対 応して いき たい

というふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ うで す 。課題 は見 えて おりま すの で、文 化観 光局、

それ から 、総合 政策 部 にとど まら ず、 全庁体 制で これい ける とこ

ろは イン バウン ド必 ず 取って いく んだ という とこ ろで進 んで いた

だきたいと思います。

最 後、 市長、 この イ ンバウ ンド を含 めたい ろい ろ、る る申 し上

げて まい りまし たが 、 これら の構 想に ついて 、市 長なり のビ ジョ

ンあると思いますので、ぜひともお聞かせ願いたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 最 終的 に は議員 が言 われ るよう な形 という もの は、

やは り構 築して いく べ きもの なん だろ うとい うふ うに思 って おり

ます 。今 、何を 一番 悩 みなが らや って るかと 申し 上げま すと 、や

はり 人材 、観光 をし っ かりと 前に 進め ていけ る人 材をい かに 獲得

して いけ るのか 、こ れ 行政側 とい うよ り、や はり 民間側 によ り一

層手厚くならないかなというのは思ってるとこでございます。



御 質問 の例え ばイ ン バウン ドに つき まして は、 今、山 陰イ ンバ

ウン ド機 構さん が、 こ れ、名 前を 出し ていた だき ました けれ ども、

かな りし っかり と施 策 を進め てい ただ いてお りま すので 、そ うし

たと ころ としっ かり と 連携す ると いう ところ が、 まずは 成果 を出

すた めに 一番近 道だ ろ うとい うふ うに 思って おり ますし 、ま た地

元の 観光 の様々 な施 設 だとか 、ま さに マネタ イズ をして いく ため

の仕 掛け という もの に つきま して は、 行政側 とし ては、 これ 観光

協会 と一 緒、こ れは 一 連のも のと 考え ていた だい て構い ませ んけ

れど も、 観光協 会と 含 めて、 本市 観光 課でも いろ いろと 施策 を打

って きて いると こで ご ざいま す。 一部 ずつ、 少し ずつ、 例え ば皆

生は 皆生 なりに 、あ る いは駅 前は 駅前 なりに 、成 果が出 てき てお

りま す。 したが いま し て、こ れを さら にしっ かり とした 成果 につ

なげ てい くため にも 、 議員御 提案 のよ うな、 コン ソーシ アム まで

なる かと いうの はち ょ っと現 時点 では 申し上 げら れませ んけ れど

も、 しっ かりと した 民 間のほ うで の主 体がさ らに 出てく れば 、当

然、 我々 として は一 緒 になっ てこ れは 進めて いく ものだ とい うふ

うに考えております。

し たが いまし て、 こ の観光 につ きま しては 、地 域の経 済の 大き

な柱 とし てしっ かり と 成果が 上が るよ うに、 これ からも 戦略 をし

っか りと 構築し 実施 し ていき たい と、 そのよ うに 考えて おり ます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ぜ ひ民 間 、市、 それ ぞれ がきち んと 連なっ て、 タッ

グを 組ん で進め てい た だきた いと 思い ます。 質問 終わり ます 。あ

りがとうございました。


